



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の













































































































































































































































のは、クラーク空軍基地は、30 〜 40 セン
チほどに降り積もった火山灰のために、その
復旧・改修工事の費用が莫大となり、結局、


























































































































































　ピナトゥボの場合には、産業革命以来の 200 年の人類史の経験をアエタは 10年あまり
で追体験し、新しい人間として生まれ変わってゆきました。その際、フィリピンは、日本
と比べて中央政府の力が弱い、財政的な余裕がないために、外国政府の援助や国際NGO
など、海外からの支援が大きな役割を果たしました。アエタは、一目してわかるように、
背が低く、肌が浅黒く、髪がチリチリで普通のフィリピン人とは違いますし、被災当初に
は無力あるいは非力で、見るからにかわいそうなイメージとともにメディアの前に登場し
ました。ですから、その映像や写真を見た人たちが、だから助けてあげなければという気
持ちをかき立てられました。彼らの弱さが、逆に海外の善意の人たちの関心と憂慮を強く
引きつけ、大きな支援を継続的に受けることが可能となりました。アエタ自身の生活再建
に向けた自助努力、地域社会からの支援という共助、そして地方政府や中央政府の公助と
ともに、とりわけ海外からの支援という外助が重要な働きをしました。日本で強調されて
いる自助共助公助が３つ合わせて内助と呼べるものならば、外国政府や国際NGOの支
援は外助ということができるでしょう。その外助が大切なのです。
　このことは、日本で近い将来に必ず起こるであろう東海沖や中南海沖の地震、そのほか
の大きな地震や他の災害のときにも、海外からの支援を頼るという選択肢があることを示
唆しています。これから日本は急速に少子高齢化が進み、経済的に力を減じて衰微してい
くでしょう。そのため、日本国内だけで対応できる可能性は小さくなっていくだろうと思
います。内助だけで乗り越えられないならば、外からの支援を積極的に受けること、それ
が可能となるような仕組みを今から作っておくことが大事です。仕組みとともに、あまり
肩肘はらず突っ張らず、弱い自分を受け入れて、困ったときには海外からもどんどん助け
てもらおうという低姿勢、弱さを隠さない開かれた構えというのも案外と大切です。この
ことが、アチェとピナトゥボから私が学んだことです。
　以上です。どうもありがとうございました。
